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市民の安全・安心を守り、人にも環境にも
やさしいひらかれた庁舎をめざして

3.11 想定を超えた東日本大震災を踏まえた
「庁舎改修整備基本構想（案）」

　当市は、合併時に新庁舎を建設せず、旧町の庁舎を利用し業務を行ってきました。しかし、本庁舎である
水口庁舎は耐震診断の結果、地震災害時に倒壊する危険性があることがわかりました。
　東日本大震災により市役所機能が壊滅した被災地の実情を見てもわかるように、本庁舎は高い耐震性や
安全性を確保し、防災拠点として機能しつづけなければなりません。また、現在の庁舎は、市民の利用の多
い部門が分散し分かりにくいこと、プライバシーに配慮した相談室が不足しバリアフリーへの対応も十分
でないこと、さらに、施設等の老朽化など多くの課題を抱えています。これらのことから本庁舎としての
機能を果たすには限界に来ているため、一日も早い整備が必要です。

☆
施
設
に
求
め
ら
れ
る
耐
震
性
の
確
保
が
難
し
い

　
市
庁
舎
に
は
、防
災
拠
点
と
し
て
高
度
な
機
能
を
求
め
ら
れ
ま
す
が
、水
口
庁
舎
の
本

館
、別
館
は
、地
震
災
害
時
に
倒
壊
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
耐
震
補
強
工
事
を
実
施

し
て
も
、今
後
の
使
用
年
数
は
限
ら
れ
、し
か
も
、災
害
対
策
本
部
と
し
て
求
め
ら
れ
る
高

度
な
機
能
を
確
保
す
る
に
は
多
額
な
費
用
が
必
要
で
す
。

☆
狭
い
庁
舎

　
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
窓
口
等
の
待
合
ス
ペ
ー
ス
や
市
民
が
利
用
し
や
す
く
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
各
種
相
談・申
請
な
ど
の
ス
ペ
ー
ス
が
十
分
確
保
で
き
て
い
ま
せ

ん
。
ま
た
、事
務
に
必
要
な
ス
ペ
ー
ス
や
会
議
室
も
不
足
し
、通
路
ま
で
事
務
室
と
し
て

利
用
し
て
い
ま
す
。

☆
庁
舎
機
能
の
分
散

　
市
民
が
利
用
さ
れ
る
機
会
の
多
い
部
門（
税
務・

福
祉・教
育
な
ど
）が
分
散
し
、内
容
に
応
じ
て
施
設

間
を
行
き
来
す
る
必
要
が
あ
り
、ご
不
便
を
お
か
け

し
て
い
ま
す
。

☆
バ
リ
ア
フ
リ
ー
へ
の
対
応

　
水
口
庁
舎
は
、事
務
所
内
や
駐
車
場
に
つ
い
て
も

段
差
な
ど
が
多
く
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
対
応
も
十
分

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、本
館
、別
館
、新
館
と
増

築
さ
れ
た
た
め
、目
的
の
場
所
が
探
し
に
く
く
な
っ

て
い
ま
す
。

☆
施
設・設
備
の
老
朽
化

　
水
口
庁
舎
の
本
館
は
建
築
後
46
年
、別
館
は
35
年

が
経
過
し
、老
朽
化
に
伴
う
施
設
や
設
備
の
補
修
を

繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、情
報
化
が
進
み
、床

へ
の
配
線
が
増
え
、段
差
等
の
設
備
対
応
に
も
課
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。

基
本
構
想（
案
）の
概
要

☆
庁
舎
の
機
能

　
災
害
時
に
お
い
て
災
害
対
策
本
部
と
し
て
機
能
で
き
る
災
害

に
強
い
庁
舎
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、市
民
の
皆
様
が
よ
く
利

用
す
る
窓
口
や
相
談
、情
報
提
供
な
ど
の
機
能
を
低
い
階
に
集

約
し
、利
用
し
や
す
く
し
ま
す
。
さ
ら
に
、市
民
の
交
流
や
活
動

を
支
援
す
る
開
か
れ
た
施
設
と
な
る
よ
う
配
慮
し
ま
す
。

☆
庁
舎
の
規
模

　
求
め
ら
れ
る
庁
舎
機
能
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
最
小
限
の

全
体
面
積
を
約
１
７
，６
０
０
㎡
と
想
定
し
、現
在
の
水
口
庁
舎

の
敷
地
及
び
建
物
を
可
能
な
限
り
活
用
し
ま
す
。
駐
車
場
は
、

約
４
０
０
台
、駐
輪
場
は
約
８
０
台
を
確
保
す
る
予
定
で
す
。

▼
整
備
に
か
か
る
経
費
と
財
源

～ 

合
併
特
例
債
を
有
効
に
活
用
～

　
整
備
に
必
要
な
経
費
は
今
後
詳
細
な
検
討
が
必
要
で
す
が
、

約
63
億
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
財
源
に
つ
い
て
は
、合
併
特
例
債
約
59
億
円
、一
般
財
源
約

４
億
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
合
併
特
例
債
は
合
併
市
町
村
の

必
要
な
事
業
の
財
源
と
し
て
借
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
借
入

金
で
、返
済
時
に
利
息
を
含
め
た
返
済
金
の
70
％
が
国
か
ら
の

交
付
税
で
カ
バ
ー
さ
れ
、結
果
的
に
２
／
３
の
国
庫
補
助
と
同

等
の
有
利
な
財
源
で
す
。
こ
の
有
利
な
合
併
特
例
債
に
は
活
用

期
限
が
あ
り
、そ
れ
以
降
は
活
用
で
き
な
い
た
め
計
画
的
な
取

り
組
み
が
必
要
で
す
。

▼
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
現
在
の
水
口
庁
舎
の
現
状
を
踏
ま
え
る
と
、早
期
に
災
害
対

策
本
部
機
能
や
市
民
の
利
便
性
向
上
な
ど
の
課
題
解
決
の
た
め

に
整
備
が
必
要
で
す
。
ま
た
、合
併
特
例
債
を
活
用
す
る
た
め

に
は
、制
度
適
用
期
限
ま
で
に
完
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、24
年
度
か
ら
基
本
設
計
に
着
手
し
、出

来
る
だ
け
早
い
時
期
の
事
業
完
了
を
目
指
し
ま
す
。

　
市
と
し
て
は
、こ
れ
ら
の
現
状
や
課
題
を
解
決
し
、

市
民
の
安
全・
安
心
を
守
る
防
災
拠
点
と
な
り
、子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
誰
も
が
利
用
し
や
す
く
、ま

た
、将
来
を
見
据
え
た
柔
軟
で
環
境
に
も
や
さ
し
い
庁

舎
に
す
る
た
め
に
、庁
舎
改
修
整
備
に
向
け
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
改
修
整
備
に
つ
い
て
は
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
な

ど
を
踏
ま
え
た「
計
画
案
」を
つ
く
り
、市
民
の
皆
さ
ん

に
お
示
し
し
、ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま

す
。
ま
ず
、基
本
的
な
考
え
方
を
盛
り
込
ん
だ「
庁
舎

改
修
整
備
基
本
構
想
」を
つ
く
る
た
め
、有
識
者
、市
民

団
体
等
の
代
表
者
な
ど
、15
名
の
委
員
で
構
成
す
る
検

討
委
員
会
を
設
置
し
、滋
賀
県
立
大
学
環
境
科
学
部
松

岡
教
授
が
委
員
長
と
な
り
、今
ま
で
４
回
の
会
議
と
先

進
地
調
査
を
重
ね
た
う
え
、基
本
構
想
の
内
容
に
つ
い

て
審
議
を
し
て
い
た
だ
き
、こ
の
ほ
ど
基
本
構
想（
案
）

が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

松
まつ

岡
おか

拓
た

公
け

雄
お

委員長（滋賀県立大学環境科学部教授）のコメント
　新たな市庁舎には東日本大震災等後、さらなる構造の安
全性と緊急避難場所の役割などが強く求められます。増
築を重ねた現在の庁舎はそれらの機能を満たしていませ
ん。庁舎は市民の顔になる代表建築です。皆さんの声や
姿勢が形になっていくべきものです。市民代表の方々と
検討委員会で「整備基本構想」をまとめました。この構想
をたたき台にして、より多くの市民のご意見、要望が加味
され、自慢できる独自の庁舎となることを期待します。

【庁舎に求めること】
１位 : 災害時に頼れる 
２位 : 利用しやすい 
３位 : 休憩室・相談室の充実
◦お願いしたいことが１箇所で済むように

して欲しい。
◦どうせお金をかけるのなら、修理改修では

なく建て替えをして欲しい。
◦ちょっと無理してでもやっておいたら良

かったと後悔しないように。
◦水口庁舎はトイレも狭く、飽和状態で建物

の老朽化が著しいので、建物を建て替えて
防災機能も万全にして欲しい。

【不便さ】
１位 : 狭い 
２位 : 老朽化の不安 
３位 : �目的の場所がわかりにく

い、相談室が少ない
◦待っている場所がない。
◦オムツ替えスペースがない。

トイレが和式ばかり。
◦相談時のプライバシー確保

ができていない。

基本構想案についてご意見をお聞かせ下さい
パブリック・コメント実施

▶募集期間／ ２月６日（月）から３月６日（火）までの30日間
▶�公表方法／市ホームページに掲載、公有財産管理室・各地域市民センター

での閲覧
▶意見を提出できる方／市内在住・在勤の方
▶�意見の提出方法／住所、氏名、電話番号（市外在住の方で市内勤務の方は勤

務先）、意見のあるページ番号などを明記のうえ、直接提出いただくか、郵
送（３月６日必着）、ファックス・Ｅメールで応募してください。

公有財産管理室
☎65-0677　Fax63-4561
〒528-8502　水口町水口6053番地
Eメールkoka224000@city.koka.lg.jp

問い合わせ・提出先

ＩＴ化の配線による段差 プライバシーの配慮ができていない
お客様カウンター

～
耐
震
性
に
問
題
、

十
分
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
空
間
の
確
保
が
困
難
～

アンケートから

市民の意見
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～
安
心・安
全
へ
の
決
意
新
た
に
～

─
─ 

平
成
24
年 

甲
賀
市
消
防
出
初
式

　
1
月
８
日（
日
）、新
春
恒
例
の
消
防
出
初
式
が
、消
防
団
員
を
は
じ
め
多
数
の
関
係
者
の
参
加
の
も
と
晴
れ
や
か
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、分
列
行
進
の
後
、あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル
で
式
典
が
行
わ
れ
、中
嶋
市
長
か
ら
の
激
励

や
青
木
団
長
の
訓
示
、来
賓
の
方
々
か
ら
の
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。
式
典
後
は
、消
防
車
両
に
よ
る
パ
レ
ー
ド
や
、各
地

域
に
お
い
て
一
斉
放
水
を
行
い
、今
年
1
年
間
、災
害
の
な
い
年
と
な
る
こ
と
を
祈
念
し
ま
し
た
。

滋
賀
県
消
防
協
会
長
表
彰�

功
績
章

副
隊
長	

河か
わ
合い　
鉄て
つ
久ひ
さ（
甲
賀
）

分
団
長	

德と
く
地ち　
一か
ず
久ひ
さ（
水
口
）

分
団
長	

北き
た
村む
ら　
仁ひ
と
司し（
水
口
）

分
団
長	

辻つ
じ　
　
直な
お
也や（
甲
賀
）

分
団
長	

杉す
ぎ
本も
と　
信の
ぶ
幸ゆ
き（
信
楽
）

分
団
長	

曽そ

和わ　
治は
る
彦ひ
こ（
信
楽
）

副
分
団
長	

上か
み
岡お
か　
茂し
げ
樹き（
信
楽
）

副
分
団
長	

奥お
く
村む
ら　
弘ひ
ろ
道み
ち（
信
楽
）

滋
賀
県
消
防
協
会
長
表
彰�

勤
功
章

分
団
長	

岡お
か
崎ざ
き　
　
忠た
だ
し（
甲
南
）

分
団
長	

奥お
く
野の　
貴た
か
清き
よ（
水
口
）

分
団
長	

澤さ
わ
田だ　
　
真ま
こ
と（
土
山
）

分
団
長	

西に
し
田だ

比ひ

さ

お
左
夫（
甲
賀
）

分
団
長	

中な
か
島じ
ま　
新し
ん
吾ご（
信
楽
）

副
分
団
長	

藤ふ
じ
村む
ら　
和か
ず
之ゆ
き（
水
口
）

副
分
団
長	

前ま
え
田だ　
明あ
き
博ひ
ろ（
土
山
）

副
分
団
長	

小こ
ば
や
し林　
伸し
ん
一い
ち（
土
山
）

副
分
団
長	

林は
や
し
　
　
繁し
げ
久ひ
さ（
甲
南
）

副
分
団
長	

田た

中な
か　

吉よ
し

樹き（
甲
南
）

副
分
団
長	

奥お
く
田だ　
宏こ
う
嗣じ（
甲
南
）

副
分
団
長	

北き
た
村む
ら　
俊と
し
文ふ
み（
信
楽
）

副
分
団
長	

松ま
つ
本も
と　
泰や
す
明あ
き（
信
楽
）

副
分
団
長	

服は
っ
部と
り　
　
享と
お
る（
信
楽
）

副
分
団
長	

杉す
ぎ
本も
と　
修し
ゅ
う
い
ち一（
信
楽
）

副
分
団
長	

小こ

山や
ま　
よ
し

孝た
か（
信
楽
）

部
長	

服は
っ
部と
り　
隆た
か
広ひ
ろ（
信
楽
）

部
長	

大お
お
谷た
に　
清き
よ
一か
ず（
信
楽
）

滋
賀
県
消
防
協
会
長
表
彰�

30
年
勤
続
章

副
団
長	

北き
た
尾お　
憲け
ん
一い
ち

滋
賀
県
消
防
協
会

甲
賀
広
域
支
部
長
表
彰　
功
績
章

部
長	

中な
か
井い　
義よ
し
孝た
か（
甲
南
）

部
長	

藤ふ
じ
本も
と　
博ひ
ろ
之ゆ
き（
甲
南
）

部
長	

南み
な
み
　
　
　
宏ひ
ろ
し（
土
山
）

部
長	

森も
り　
　
繁し
げ
樹き（
土
山
）

部
長	

西に
し
田だ　
道み
ち
弘ひ
ろ（
甲
南
）

部
長	

寺て
ら
田だ　
貴た
か
裕ひ
ろ（
信
楽
）

部
長	

黄き

瀬せ　
久ひ
さ
次つ
ぐ（
信
楽
）

班
長	

奥お
く
田だ　
勝か
つ
之ゆ
き（
信
楽
）

班
長	

古ふ
る
谷た
に　
剛た
け
敏と
し（
信
楽
）

班
長	

有あ
り
田た

紳し
ん
一い
ち
郎ろ
う（
信
楽
）

班
長	

髙た
か
畑は
た　
秀し
ゅ
う
じ司（
信
楽
）

班
長	

小お

倉ぐ
ら　
　
孝た
か
し（
土
山
）

班
長	

平ひ
ら
子こ　
稔と
し
洋ひ
ろ（
土
山
）

班
長	

に
し

村む
ら　
和か
ず
也や（
土
山
）

班
長	

野の

橋ば
し　
慎し
ん
也や（
甲
南
）

班
長	

杉す
ぎ
本も
と　
敬け
い
介す
け（
信
楽
）

班
長	

谷た
に
井い　
直な
お
利と
し（
信
楽
）

班
長	

今い
ま
井い　
雅ま
さ
紀き（
信
楽
）

班
長	

黄き

瀬せ　
真し
ん
一い
ち（
信
楽
）

班
長	

辻つ
じ
本も
と　
　
剛た
け
し（
信
楽
）

班
長	

村む
ら
井い　
崇た
か
弘ひ
ろ（
信
楽
）

団
員	

渡わ
た
辺な
べ　
智と
も
雄お（
甲
賀
）

団
員	

辻つ
じ　
　
忠た
だ
明あ
き（
甲
賀
）

団
員	

伊い

室む
ろ　
雅ま
さ
之ゆ
き（
甲
南
）

団
員	

筒つ
つ
井い　
勇ゆ
う
治じ（
甲
南
）

団
員	

中な
か
島じ
ま　
史ふ
み
尚ま
さ（
信
楽
）

団
員	

山や
ま
下し
た　
圭け
い
司じ（
甲
賀
）

団
員	

山や
ま
本も
と　
芳よ
し
秀ひ
で（
甲
南
）

団
員	

和わ

田だ　
隆た
か
男お（
甲
南
）

団
員	

前ま
え
川か
わ　

幸こ
う
市い
ち（
信
楽
）

団
員	

菊き
く
地ち　
芳よ
し
樹き（
信
楽
）

団
員	

藤ふ
じ
原わ
ら　
俊と
し
次じ（
信
楽
）

団
員	

南み
な
み
の野　
　
馨か
お
る（
信
楽
）

団
員	

植う
え
西に
し　
洋ひ
ろ
喜き（
信
楽
）

団
員	

奥お
く
村む
ら　
顕け
ん
真し
ん（
信
楽
）

団
員	

村む
ら
木き　
英ひ
で
仁ひ
と（
信
楽
）

団
員	

宿し
ゅ
く
た
に
谷　
新し
ん
治じ（
信
楽
）

団
員	

植う
え
田だ　
俊し
ゅ
ん
い
ち一（
信
楽
）

団
員	

平ひ
ら
尾お　
将ま
さ
之ゆ
き（
信
楽
）

団
員	

服は
っ
部と
り　
智と
も
仁ひ
と（
信
楽
）

市
長
表
彰　
功
労
章

隊
長	

土つ
ち
山や
ま　
真し
ん
司じ（
土
山
）

分
団
長	

曽そ

和わ　
治は
る
彦ひ
こ（
信
楽
）

副
分
団
長	

上か
み
岡お
か　
茂し
げ
樹き（
信
楽
）

副
分
団
長	

小こ

山や
ま　
よ
し

孝た
か（
信
楽
）

市
長
表
彰　
技
能
章

班
長	

川か
わ
嶋し
ま　
健け
ん
一い
ち（
水
口
）

団
員	

太お
お
田た　
　
章あ
き
ら（
水
口
）

団
員	

西に
し
村む
ら　
匡た
だ
由よ
し（
水
口
）

団
員	

田た

中な
か　
新し
ん
典す
け（
水
口
）

団
員	

林は
や
し
　
　
佑ゆ
う
馬ま（
水
口
）

団
員	

西に
し
川か
わ　
嘉よ
し
邦く
に（
水
口
）

団
員	

川か
わ
嶋し
ま　
大ひ
ろ
延の
ぶ（
水
口
）

団
長
特
別
表
彰

班
長	

川か
わ
嶋し
ま　
健け
ん
一い
ち（
水
口
）

団
員	

太お
お
田た　
　
章あ
き
ら（
水
口
）

団
員	

西に
し
村む
ら　
匡た
だ
由よ
し（
水
口
）

団
員	

田た

中な
か　
新し
ん
典す
け（
水
口
）

団
員	

林は
や
し
　
　
佑ゆ
う
馬ま（
水
口
）

団
員	

西に
し
川か
わ　
嘉よ
し
邦く
に（
水
口
）

団
員	

川か
わ
嶋し
ま　
大ひ
ろ
延の
ぶ（
水
口
）

班
長	

前ま
え
川か
わ　
一い
ち
友ゆ
う（
信
楽
）

団
員	

西に
し
川か
わ　
有ゆ
う
樹き（
信
楽
）

団
員	

中な
か
井い　
　
翼つ
ば
さ（
信
楽
）

団
員	

和わ

田だ　
裕ひ
ろ
貴き（
信
楽
）

団
員	

中な
か
嶋じ
ま　
龍り
ゅ
う
じ司（
信
楽
）

団
員	

中な
か
井い　
佑ゆ
う
樹き（
信
楽
）

団
員	

中な
か
島じ
ま　
伸し
ん
伍ご（
信
楽
）

班
長	

橋は
し
本も
と　
正ま
さ
弘ひ
ろ（
甲
南
）

団
員	

和い
ず
み泉　
　
太ふ
と
し（
甲
南
）

団
員	

吉よ
し
澤ざ
わ　
智と
も
文ふ
み（
甲
南
）

団
員	

植う
え
出で　
　
恒ひ
さ
し（
甲
南
）

班
長	

岸き
し　
　
正ま
さ
博ひ
ろ（
甲
南
）

団
員	

村む
ら
山や
ま　
雅ま
さ
彦ひ
こ（
甲
南
）

　
他
に
も
、優
秀
な
団
員
に
次
の

表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

滋
賀
県
消
防
協
会
長
表
彰

　
20
年
勤
続
章　
11
名

滋
賀
県
消
防
協
会
長
表
彰

　
10
年
勤
続
章　
90
名

滋
賀
県
消
防
協
会
長
表
彰

　
精
励
章（
銅
章
）　
65
名

滋
賀
県
消
防
協
会

　
甲
賀
広
域
支
部
長
表
彰

　
5
年
勤
続
章　

182
名

市
長
表
彰　
功
績
章�

34
名

市
長
表
彰　
精
勤
章�

93
名

●
式
典
で
感
謝
状・表
彰
状
を
受
け
ら
れ
た
主
な
方
々
（
敬
称
略
）

消
防
庁
長
官
表
彰

（
30
年
以
上
勤
続
退
職
団
員
）

元
団
長	

植う
え
田だ　
和か
ず
生お

元
副
団
長	

大お
お
ば
や
し
林　

て
つ

男お

（
元
甲
賀
町
消
防
団
長
）

滋
賀
県
消
防
協
会
感
謝
状

（
30
年
以
上
勤
続
退
職
団
員
）

元
副
団
長	

大お
お
ば
や
し

林　
て
つ

男お

（
元
甲
賀
町
消
防
団
長
）

消
防
庁
長
官
表
彰
及
び

　
　
滋
賀
県
消
防
協
会
感
謝
状

（
15
年
以
上
30
年
未
満
勤
続
退
職
団
員
）

元
副
隊
長	

藤ふ
じ
江え　
敏と
し
則の
り（
甲
賀
）

元
分
団
長	

中な
か
川が
わ
弥や

す

お
寿
夫（
水
口
）

元
分
団
長	

津つ

田だ　
　
納お
さ
む（
水
口
）

元
分
団
長	

小お

倉ぐ
ら　
三み
つ
男お（
土
山
）

元
分
団
長	

髙た
か
井い　
富と
み
造ぞ
う（
信
楽
）

元
副
分
団
長	

久ひ
さ
村む
ら　
　
浩ひ
ろ
し（
土
山
）

元
副
分
団
長	

山や
ま
本も
と　
欽き
ん
一い
ち（
甲
南
）

元
副
分
団
長	

杉す
ぎ
本も
と　
茂し
げ
夫お（
信
楽
）

元
副
分
団
長	

宮み
や
脇わ
き　
直な
お
輝て
る（
信
楽
）

元
副
分
団
長	

大お
お
谷た
に　
　
哲て
つ（
信
楽
）

元
部
長	

髙た
か
本も
と　
和か
ず
昇の
り（
信
楽
）

元
部
長	

髙た
か
原は
ら　
隆り
ゅ
う
じ治（
信
楽
）

元
部
長	

田た

村む
ら　
　
剛た
け
し（
信
楽
）

元
部
長	

大お
お
西に
し　
　
努つ
と
む（
信
楽
）

元
部
長	

井い
の
上う
え　
拓た
く
也や（
信
楽
）

元
部
長	

服は
っ
部と
り　
弘ひ
ろ
幸ゆ
き（
信
楽
）

元
班
長	

辻つ
じ　
　
謙け
ん
一い
ち（
信
楽
）

元
班
長	

森も
り　
　
広ひ
ろ
宜の
ぶ（
信
楽
）

滋
賀
県
消
防
協
会
感
謝
状

5
年
以
上
15
年
未
満
勤
続

退
職
団
員　
70
名	

滋
賀
県
知
事
表
彰　
勤
続
功
労
章	

隊
長	

林は
や
し
　
　
和か
ず
男お（
水
口
）

隊
長	
土つ
ち
山や
ま　
真し
ん
司じ（
土
山
）

副
隊
長	

安や
す
井い　
　
朗あ
き
ら（
甲
南
）

分
団
長	

葛く
ず
原は
ら　
千か
ず
也や（
信
楽
）

分
団
長	

曽そ

和わ　
治は
る
彦ひ
こ（
信
楽
）

副
分
団
長	

上か
み
岡お
か　
茂し
げ
樹き（
信
楽
）

副
分
団
長	

小こ

山や
ま　
よ
し

孝た
か（
信
楽
）

部
長	

服は
っ
部と
り　
隆た
か
広ひ
ろ（
信
楽
）

部
長	

大お
お
谷た
に　
清き
よ
一か
ず（
信
楽
）

班
長	

服は
っ
部と
り　
昇し
ょ
う
い
ち一（
信
楽
）

団
員	

大お
お
平ひ
ら　
明あ
き
弘ひ
ろ（
信
楽
）

問
い
合
わ
せ

　
危
機
管
理
課　
防
災
危
機
管
理
係

　
☎
６
５
‐
０
６
６
５　
Fax
６
３
‐
４
６
１
９

あなたも消防団に入りませんか？
　現在、甲賀市消防団には1,199名（内、女性20名）が入団されています。
　あなたも、防火・防災の知識や技術を身に付け、地域の安心に応える消防団
員になりませんか？消防団に興味を持たれた方や、入団を希望される方は、
危機管理課防災危機管理係までお問い合わせください。

通常点検を行う中嶋市長

分列行進

一斉放水
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■ケーブルテレビの魅力
　今回整備する情報基盤を利用して、平成
24年度から25年度にかけて市全域でケー
ブルテレビ放送を開始します。ケーブル
テレビの魅力は、何といっても豊富な専門
チャンネルによる多チャンネル放送と、地
域に密着した地域情報チャンネルです。

●チャンネル盛りだくさんの
　ケーブルテレビ
　多チャンネル放送では、地上デジタル
放送やＢＳ放送はもちろんのこと、映画
や時代劇、スポーツやドキュメンタリー、
音楽、趣味教養など、多彩な専門チャンネ
ルを取り揃え、ご家族みんなでたのしん
でいただけます。

●甲賀市ならではの地域情報チャンネル
　甲賀市民のための、甲賀市でしか見ら
れないチャンネルが地域情報チャンネル
です。
　このチャンネルでは、学校や保育園・幼
稚園での出来事、地域コミュニティの行
事など、甲賀市の様々な出来事をお伝え
します。また、お悔やみや出生のお知ら
せも放送します。

●アンテナ不要で屋根もスッキリ
　ケーブルテレビの視聴にはアンテナは
不要です。家の美観や、先々のメンテナ
ンスの不安まで解消します。

■ケーブルテレビの活用例
　ケーブルテレビをまちづくりに活用し
ている事例をご紹介します。
　東京都三鷹市のＪＣＮ武蔵野三鷹ケー
ブルテレビでは、地元のＮＰＯ法人が番
組を企画・制作し、ケーブルテレビで放送
しています。地域の様々な人や出来事を
伝える番組づくりを通じて、地域の絆や
コミュニケーション力の向上に役立てて
おられます。
　当市におきましてもこのように、市民
の皆様と共に創造するケーブルテレビと
して、地域社会の発展を目指してまいり
ます。

「愛」ある情報基盤整備
～新しい行政情報サービスの提供に向けて～

観光戦略推進室　観光戦略推進係
  ☎65-0708　Fax63-4087問い合わせ

市内茶生産農家2名が
農林水産大臣賞に

第64回 関西茶品評会
農林水産大臣賞を受賞

辻本 卓也氏

第28回 全国茶生産青年茶審査技術競技会
農林水産大臣賞を受賞

奥村 則夫氏
　信楽町中野の辻

つじ
本
もと

卓
たく

也
や

氏が、第64回関西茶品評会に
出品され普通煎茶の部で１位となり、愛知県西尾市で開
催された関西茶業振興大会において農林水産大臣賞を
受賞されました。

《受賞のことば》
　このたび、第64回関西茶品評会普通煎茶の部にお
いて、農林水産大臣賞という最高の賞を受賞でき、家
族共々非常に光栄に思っています。
　昨今、飲茶のスタイルが激変し、緑茶を取り巻く情
勢も先行きが不透明ですが、これからも、安全安心な
茶づくりはもとより、伝統の高級茶産地に恥じない茶
づくりを進める一方で、私たち若い世代の発想を生か
して、これからの茶産地の方向性についても検討して
いきたいと考えています。

　土山町頓宮の奥
おく

村
むら

則
のり

夫
お

氏が、荒茶の鑑定能力を競う第
28回全国茶生産青年茶審査技術競技会に参加され個人
の部で１位となり、鹿児島県霧島市で開催された全国お
茶まつり式典において農林水産大臣賞を受賞されまし
た。

《受賞のことば》
　このたび、個人の部において農林水産大臣賞を受賞
でき、大変うれしく思っています。今まで励んできた
審査技術の研鑽が良い結果をもたらしてくれました。
　２年連続で１位となられた方は、過去に一人もおら
れませんので、競技会初の２年連続１位を目指して更
なる技術の向上に努めてまいります。また、団体の部
でも１位となれるよう仲間と共に頑張ってまいりま
す。

受賞された奥村さん（左）、辻本さん（右）

おめでとうございます

　
市
で
は
、野
菜
の
生
産
量
を
拡
大
し
、新
た
な
野
菜
の
産
地
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。
販
売
先
の
ひ
と
つ
で
あ
る『
農
産
物
直
売

所
』で
は
、地
元
で
採
れ
た「
安
全・安
心
」で
新
鮮
な
野
菜
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、生
産
農
家
を
募
っ
て
い
ま
す
。

　
産
直
ブ
ー
ム
の
現
在
、市
内
の
み
な
ら
ず
、遠
方
か
ら
ド
ラ
イ
ブ
、

旅
行
な
ど
で
当
市
を
訪
れ
る
観
光
客
の
お
土
産
と
し
て
農
産
物
直

売
所
を
訪
れ
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、食
の
安
全
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
昨
今
、【
安
全・
安
心
】、

【
地
産
地
消
】の
観
点
か
ら
、今
後
注
目
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、学
習
会
に
参
加
し
て
、野
菜
栽
培
を
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時・場
所

　
◦
2
月
29
日（
水
）

　
　
9
時
30
分
～
12
時　
小
川
会
館（
信
楽
町
小
川
）

　
　
14
時
～
16
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　
甲
南
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
忍
の
里
プ
ラ
ラ
）

　
◦
3
月
1
日（
木
）

　
　
14
時
～
16
時
30
分　
Ｊ
Ａ
こ
う
か　
本
所

■
内　
容

　
◦
春
夏
野
菜
の
栽
培
技
術
に
つ
い
て

　
◦
農
薬
の
安
全
使
用
に
つ
い
て

＝ 

2
月
29
日（
水
）、3
月
1
日（
木
）開
催 

＝

『
農
産
物
直
売
所
』へ
の
出
荷
に
向
け
、春
夏
野
菜
の
栽
培
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ・申
し
込
み

　
農
業
振
興
課　
　
　
　
　
　
☎
６
５
‐
０
７
１
２　
Fax
６
３
‐
４
５
９
２

　
Ｊ
Ａ
こ
う
か
生
産
指
導
課　
☎
６
２
‐
０
５
８
８　
Fax
６
２
‐
９
８
７
８

甲
賀
野
菜
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か

行
政
相
談
委
員
に

下
川 

昻
氏
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

【
平
成
23
年
度
は

行
政
相
談
委
員
制
度
50
周
年
】

─ 

困
っ
た
ら

一
人
で
悩
ま
ず

行
政
相
談 

─

　

昨
年
12
月
１
日
付
で　

下し
も

川か
わ

昻た
か
し

氏

が
、行
政
相
談
委
員
と
し
て
総
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、行
政
相
談
委
員

法
に
基
づ
き
、総
務
大
臣
が
民
間
有
識

者
に
委
嘱
し
た
方
で
す
。
皆
さ
ん
の
身

近
な
相
談
相
手
と
し
て
、国
の
事
務
に

関
す
る
苦
情
な
ど
の
相
談
を
受
け
付

け
、助
言
や
関
係
行
政
機
関
に
対
す
る

通
知
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

困
っ
た
と
き
は
、お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

【
相
談
日
】毎
月
第
１
月
曜
日

【
場　
所
】水
口
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
２
Ｆ　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

　
生
活
環
境
課　
☎
６
５
‐
０
６
８
６

　
滋
賀
行
政
評
価
事
務
所
行
政
相
談
課
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０

　市では、市内の観光事業や農業、商工業に携わる方
を対象に、「甲賀市観光ビジネスマッチングフェア」を
開催します。
　出展ブースでは、地元食材を使った新名物の試食な
ど、観光を切り口とした連携や新産業・新サービスの
創出のための異業種間交流の場として実施します。
　当日は、日本観光研究学会関西支部主催の地区懇話
会も開催され、「こうかブランド」の活用についてのパ
ネルディスカッションや、市が取り組みを進めている
新名神高速道路を活用した観光戦略について「こうか
ブランドマネジメント会議」より、その取り組み報告
がされることとなっています。
　入場は無料ですので、事業者の方に限らず、多くの
方々のご参加をお待ちしています。

●日時／２月18日（土）　13時～ 17時30分
●場所／忍の里プララ　多目的ホール
●内容／
　【第１部】�日本観光研究学会関西支部・地区懇話会（主催：日本

観光研究学会関西支部・甲賀市）
　　◦基調講演「地域ブランドの構築について」
　　◦�基調報告「こうかブランドマネジメント会議の取り組み

状況について」
　　◦�パネルディスカッション「こうかブランドの可能性・・・

甲賀市への提言」
　【第２部】�甲賀市観光ビジネスマッチングフェア（主催：甲賀市）
　　◦�出展ブース（地元食材を使った飲食物等）のＰＲと異業

種間交流会
●参加費／無料

甲賀市観光ビジネスマッチングフェア開催
出会い、ふれあい、交流の場に

情報基盤整備推進室　☎65-0658　 Fax63-4574問い合わせ
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地域の見守りで高齢者虐待を防ぎましょう
　高齢者が、家族や親族などから家庭内で暴力や不適切な介護を受けるなどの高齢者虐待が、社会的な問
題となっています。平成22年度の厚生労働省の調査では高齢者の虐待数は16,764件で、4年連続で増加
しています。
　誰もが安心して暮らせるように、高齢者虐待を未然に防ぎ、助け合える地域づくりが大切です。

◦身体的虐待（具体的な例）
平手打ちをする、つねる、殴る、蹴る。
無理やり食事を口に入れる。
やけどや打撲をさせる。
ベッドに縛り付る、意図的に薬を過剰に服用させる。

◦介護・世話の放棄・放任（具体的な例）
入浴できていない等で異臭がする、髪が伸び放題、皮膚が
汚れている。
水分や食事を十分に与えられていないことで、空腹状態が
長時間にわたって続いたり、脱水症状や栄養失調の状態に
ある。
高齢者が必要とする介護・医療サービスを、相応の理由な
く制限したり使わせない。
同居人による高齢者虐待と同様の行為を放置すること。

◦心理的虐待（具体的な例）
排泄の失敗を笑ったり、それを人前で話すなどして高齢者
に恥をかかせる。
怒鳴る、ののしる、悪口を言う。
侮辱を込めて子どものように扱う。
話しかけているのを意図的に無視する。

◦性的虐待（具体的な例）
排泄の失敗の罰として下半身を裸にして放置する。

人前で排泄させる、オムツ交換をする。
わいせつな映像や写真を見せる。

◦経済的虐待（具体的な例）
日常的に必要なお金を渡さない（使わせない）。
本人の資産等を無断で売却する。
年金や預貯金を本人の意思・利益に反して使用する。

　寝たきりや認知症高齢者の介護は非常に大変です。また、
介護を一生懸命しすぎて負担を感じることもあります。そ
のなかで追い詰められ、結果として虐待が起こることがあり
ます。介護や虐待等でお困りの場合は下記までご相談くだ
さい。

◦水口町にお住まいの方
水口地域包括支援センター
住所　水口町水口5607番地	 ☎65-1170　Fax63-4591

◦土山町・甲賀町にお住まいの方
土山・甲賀地域包括支援センター
住所　甲賀町大久保507番地2	 ☎88-8136　Fax88-6557

◦甲南町・信楽町にお住まいの方
甲南・信楽地域包括支援センター
住所　甲南町葛木977番地	 ☎86-8034　Fax86-5974

虐待の種類

相談窓口

外国籍住民の
皆さんへ ～外国籍住民の方にも、「住民基本台帳法」が適用されます～

　７月9日から外国人登録法は廃止され、入管法・住民基本台帳法の一部を改正する法
律により、外国籍住民の方にも住民票が作成されることになりました。

変わります『住民登録制度』

　住民票が作成される外国籍住民対象者
　短期滞在者等を除き、適法に３カ月を超えて在留し住所
を有する方。
１．中長期在留者（在留カード交付対象者）
　・�在留資格をもって日本に在留し、うち３カ月以下の在

留期間が決定された人や、短期滞在・外交又は公用の在
留資格が決定された人以外の方

２．特別永住者（特別永住者証明書交付対象者）
　◦�入管特例法により定められている特別永住者
３．一時庇

ひ
護
ご
許可者又は仮滞在許可者

４．出生による経過滞在者又は国籍喪失による経過滞在者
＊�１～４以外の方や、改正法の施行日（7月9日）に在留資格

がない方（外国人登録法における在留期間の記載事項の
変更を市に届けていない方を含む）については、住民票を
作成する対象者にならないため、住民票が発行できなく
なります。ご注意下さい。

  ５月（予定）に対象者へ仮住民票をお送りします
　改正後に住民票に記載される予定の外国籍住民の方へ５
月（予定）に仮住民票をお送りします。現在の外国人登録原
票の記載を基に作成しますので、その記載内容を確認して
いただきます。外国籍住民と同一世帯である日本国籍住民
の方につきましても、続柄等に変更が生じる場合は仮住民
票をお送りする予定です。
＊内容確認にご協力をお願いします。

外国人登録証明書が
　「在留カード」、「特別永住者証明書」に変わります
　７月9日以降、外国人登録証明書は「在留カード」「特別永
住者証明書」に変わります。　　　　　　　　　　　　　
　ただし、現在の外国人登録証明書も、下表の期間内は有効
です。
　該当する有効期間内に順次切り替えの手続きを行ってく
ださい。

　希望される方には事前申請を受け付けています
１�．特別永住者の方は、居住地の市役所で旅券（所持する場

合に限る）・特別永住者証・写真１葉（16歳未満は不要）を
持参の上申請手続きをしてください。後日、法務大臣が

「特別永住者証明書」を作成し、市町村窓口で交付します。
２�．１以外の中長期在留者の方は、住所地を管轄する入国管

理局において申請してください。後日、「在留カード」が、
入国管理局から交付されます。詳しくは、入国管理局へ
お問い合わせください。

　事前申請された「特別永住者証明書」「在留カード」は新た
な制度が施行された7月9日以降に交付されます。

　お願い
　住民票は外国人登録原票を基に作成されます。実際は転
居していても、市役所に届けていないなど、最新の状況が登
録されていないことで正しく住民票が作成されない場合が
あります。新制度へ円滑に移行するために、正確な外国人
登録をお願いします。

詳しくは総務省または法務省のホームページを
ご覧ください。
♦総務省ホームぺージ

http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_
gyousei/c-gyousei/zairyu.html

♦法務省ホームページ
http://www.immi-moj.go.jp/newimmiact/
newimmiact.html

市民課　戸籍住民係
  ☎65-0683　Fax65-6338問い合わせ

対象者 16歳以上の方 16歳未満の方 切替え手続き場所

特別永住者

　外国人登録証明書の前回確認日以降7回
目の誕生日まで。ただし、7回目の誕生日
が改正法の施行日（7月9日）から３年以内
に到来する方は、施行日（7月9日）から３
年

16歳の誕生日まで

 居住地の市役所
　甲賀市役所市民課
　土山地域市民センター
　甲賀大原　　〃
　甲南第一　　〃
　信楽　　　　〃

永住者 改正法の施行日（7月9日）から３年 ３年または、16歳の誕生日のいずれか
早い日まで

住所地を所轄する
入国管理局

上記以外の在留資格の人 　改正法の施行日（7月9日）以降、在留期
間の変更時、または在留資格の変更時

在留期間の満了日まで、または16歳の
誕生日のいずれか早い日まで

住所地を所轄する
入国管理局

〈現在の外国人登録証明書の有効期間〉
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甲賀市介護保険事業計画・
高齢者福祉計画（案）への
ご意見募集

「甲賀市障がい者基本計画（中間
見直し）・第3期障がい福祉計画」
（案）へのご意見募集

甲賀市地域福祉推進計画の
中間見直し（案）への
ご意見募集

　介護保険法および老人福祉法に基づき「甲賀市介
護保険事業計画・高齢者福祉計画」（案）を作成しまし
たので、その内容を公表し、広く市民の皆さんからの
ご意見を募集します。

▶ 募集期間／ 2月1日（水）から3月1日（木）までの30日間
▶ 公表方法／市ホームページに掲載、長寿福祉課・市民窓

口センター・各地域市民センター・各地域包括支援セン
ターでの閲覧

▶ 意見を提出できる方／市内在住・在勤の方
▶ 意見の提出方法／住所、氏名、電話番号（市外在住の方で

市内勤務の方は勤務先）、意見のあるページ番号などを
明記のうえ、直接提出いただくか、郵送（3月1日必着）・
ファックス・Ｅメールで応募してください。

　障がい福祉施策を総合的に推進するため、障害者
基本法、障害者自立支援法に基づき、「甲賀市障がい
者基本計画（中間見直し）・第3期障がい福祉計画」

（案）を策定しましたので、その内容を公表し、広く市
民の皆さんからのご意見を募集します。

▶ 募集期間／ 2月1日（水）から3月1日（木）までの30日間
▶ 公表方法／市ホームページに掲載、社会福祉課・市民窓

口センター、各地域市民センターでの閲覧
▶ 意見を提出できる方／市内在住・在勤の方
▶ 意見の提出方法／住所、氏名、電話番号（市外在住で市内

勤務の方は勤務先）を明記のうえ、直接提出いただくか、
郵送（3月1日必着）、ファックス、Eメールで応募してく
ださい。

　次の３つの計画（案）への皆さんのご意見を募集します。お寄せいただいたご意見は市の考
え方も整理した上で公表することとしています。なお、個々のご意見・情報には直接回答しま
せんので、あらかじめご了承ください。

　甲賀市地域福祉推進計画（平成19年
３月策定）が５年を経過し、社会情勢の
変化等に伴い計画の見直し（案）を作成
しましたので、その内容を公表し、広く
市民の皆さんからご意見を募集します。

▶ 募集期間／ 2月1日（水）から3月1日（木）までの30日間
▶ 公表方法／市ホームページに掲載、社会福祉課、各地域市民センターで

の閲覧
▶ 意見を提出できる方／市内在住・在勤の方
▶ 意見の提出方法／住所、氏名、電話番号（市外在住で市内在勤の方は勤務

先）を明記のうえ、郵送、ファックス、Ｅメ－ルで応募ください。

提出先・問い合わせ
　長寿福祉課
　〒528-8502　水口町水口5609番地
　☎65‐0697　 Fax63‐4085
　 Eメール koka251000@city.koka.lg.jp

提出先・問い合わせ
　社会福祉課　障害者支援係
　〒528-8502　水口町水口5609番地
　☎65‐0702　 Fax63‐4085
　 Eメール koka253000@city.koka.lg.jp

提出先・問い合わせ
　社会福祉課　福祉政策係　〒528-8502　水口町水口5609番地
　☎65‐0700　 Fax63‐4085　 Eメール koka253000@city.koka.lg.jp

「 パブリック・コメント制度 」

ご意見をお聞かせください988名が大人の仲間入り
～甲賀市成人式～

８
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の
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と
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小
原
小
学
校
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け
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　大人への仲間入りを祝う成人式を１月８日、あいこう
か市民ホールで開催しました。
　今年、市内では988名の方が成人を迎え、色艶やかな振
り袖やスーツを身にまとった新成人732名が会場に集ま
り、旧友との久々の再会を喜び、近況を報告しあったり、
記念撮影をしたりと、和やかな雰囲気に包まれていまし
た。
　式典では、中嶋市長から新成人の皆さんにお祝いと激

励の言葉が贈られ、また新成人を代表して、井
いの

上
うえ

葉
は

月
づき

さん
（甲賀町）と山

やま
本
もと

千
ち

景
ひろ

さん（水口町）から成人として新たな
決意と感謝の気持ちが伝えられました。
　式典後は、記念イベント「新成人のつどい」で各中学校
区別に分かれて競うクイズ大会「地域代表パンダゴン」が
行われました。中学生当時や地域に関する出題に代表者
らは、頭を悩ませつつも、珍解答が続出。晴れの門出のひ
とときを楽しく過ごしました。
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よ
り

掘
り
出
さ
れ
た
カ
プ
セ
ル
。
実
は
彼

ら
は
40
歳
、60
歳
に
開
け
る
カ
プ
セ

ル
も
埋
め
て
い
ま
し
た
。「
夢
の
玉
手

箱
」の
お
楽
し
み
は
20
年
後
に
続
き

ま
す
。

▲会場に集まった新成人のみなさん

▲思い出の品を手にするとあの頃の記憶がよみがえります

▼掘り出されたタイムカプセル

▲中嶋市長に誓いの言葉を述べる山本さん（右）と井上さん
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▲頂上での福引抽選会

▲完成した大縄

地域市民センター東西南北

大原自治振興会
　甲賀地域の大原学区は、市の南東に位置し、那須が原
山、油日岳が連なる鈴鹿山麓の山並みから流れる大原川、
櫟野川に沿って開かれた里山が連なる自然豊かな地域
で、10自治区で構成されています。
　同学区では、市の提案を受け、準備委員会を設立され、地
域内の課題の掘り起こしと要因の調査を進められました。
　その後、協議を重ね、「大原自治振興会」が設立され
ました。自治振興会では準備委員会での協議を踏まえ、
地域のまちづくり計画を策定、４つの部会も設置されま
した。
　現在、地域の皆さんが身近な課題解決に積極的にかか
わり「地域のことは地域で」と自ら取り組む地域主体型
の活動を進められています。

大原自治振興会
田
た
中
なか
　勇
いさむ
会長に聞きました。

── �自治振興会設立に至った経過や	
ご苦労されたことをお聞かせください

　市より新しいコミュニティ組織の提案を受け、区長会で
の議論やタウンミーティング、自治会単位の出前講座の説
明を通して地域住民への周知を諮り、学区単位の自治組織
づくりのタイミングは今しかないと判断し、自治振興会設
立に向け始動しました。
　平成 22 年 11 月 16 日に設立準備会を立ち上げ、以降、
半年の間に、規約、まちづくり計画の作成等を行いました。
また学区内の課題を、人権・福祉・環境・生活基盤・地域
振興・教育文化に分け抽出し、共通認識を諮りました。６
回の準備会を経て昨年６月 25日に設立総会を開催し、大原
自治振興会がスタートしました。

── �すでに事業も実施されているということですが

　当自治振興会は４つの専門部会があり、独自の事業に取

り組んでいま
す。
　教育文化部
会では、世代
間の交流を図
る目的で、昨
年 11 月 27
日に「３世代
交流フェス
タ」を開催、
模擬店、大原小児童の自転車模範運転、しめ縄づくりなど
に子どもから高齢者まで多数の学区住民に参加いただきま
した。郷土愛を育み、地域の絆を深めた１日になり、自治
振興会ならではの行事となりました。
　生活環境部会では、管内の 30基の防犯灯のＬＥＤへの交
換や、大原の玄関口である甲賀駅前の花壇整備にも取り組
んでいます。
　健康福祉部会では、いきいきサロンスタッフ研修や備品
購入を行い、高齢者福祉事業の支援を行います。
　地域振興部会では、歴史、観光看板の設置や歴史マップ
の作成を行う予定です。また昨年悪天候のため中止になっ
た町民体育大会も、近隣自治振興会等と共催で、これから
毎年行う予定です。

── �大原自治振興会のＰＲをどうぞ

　当自治振興会は発足して半年が過ぎましたが、学区内住
民の皆さんに広く認知いただけるように、今後も情報発信
や啓発活動に努めていきます。
　地域のことは地域で考え、行動する。地域住民主体で課
題解決へ取り組める安定した組織を構築していきます。自
治振興会活動を通じて皆さんが助け合い、絆を深め、“元気
な地域コミュニティ大原”を目指していきますので、皆さ
んのご協力をお願いします。

高齢者の生きがい創出や若者の地域愛を育むために

　

１
月
14
日
、ば
ん
た
に
自
治
振
興

会
の
人
権・
生
涯
学
習
部
会
に
よ
る

第
２
回「
男
の
料
理
教
室
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
家
庭
で
は
食
べ
る
だ
け

の
お
父
さ
ん
か
ら
学
生
さ
ん
ま
で
が

集
ま
り
、包
丁
を
片
手
に
悪
戦
苦
闘
。

こ
の
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、鯛
と
か
ん

ぱ
ち
を
三
枚
に
下
ろ
す「
お
造
り
」、

鶏
と
魚
貝
の「
寄
せ
鍋
」、「
手
打
ち
う

ど
ん
」の
３
品
。
完
成
後
、自
分
の
作

っ
た
料
理
の
味
を
参
加
者
全
員
で
楽

し
み
な
が
ら
、日
頃
の
お
母
さ
ん
の

苦
労
も
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
早
く
も
第
３
回
目
の
メ
ニ
ュ
ー

が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
市
民
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
に
、春
を

告
げ
る
盆
栽「
松
竹
梅
」を
飾
り
ま
し

た
。

　
こ
の
盆
栽
は
、地
元
の
盆
栽
愛
好

家
藤
川
さ
ん
が
育
て
ら
れ
た
も
の
で

す
。
藤
川
さ
ん
は
、ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
も
の
か
ら
繊
細
な
技
法
を
凝
ら
し

た
も
の
ま
で
多
数
育
て
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
寒
さ
が
身
に
し
み
る
こ
の
時
期
、

鉢
の
中
で
凛
と
生
き
る
植
物
た
ち
に

は
力
強
さ
を
感
じ
ま
す
。

　
市
民
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
た
皆
さ
ん

に
も
春
の
息
吹
を
感
じ
て
も
ら
え
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

　
信
楽
町
小
川
区
で
１
月
３
日
、新

春
行
事
の「
歩
こ
う
会
」が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
行
事
は
、お
正
月
に

里
帰
り
を
さ
れ
て
い
る
ご
家
族
の
方

も
参
加
さ
れ
る
恒
例
行
事
で
、今
年

は
１
０
５
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。

　
区
内
の
児
童
公
園
を
出
発
し
、小

川
城
址
の
頂
上
を
め
ざ
し
、歩
き
な

が
ら
新
年
の
挨
拶
や
久
し
ぶ
り
に
出

会
っ
た
方
達
と
昔
懐
か
し
い
思
い
出

話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　
頂
上
に
到
着
後
、年
男・年
女
の
み

な
さ
ん
に
よ
る
福
引
き
抽
選
が
行
わ

れ
、番
号
が
読
み
上
げ
ら
れ
る
た
び

に
、拍
手
と
歓
声
が
起
こ
り
、大
変
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

甲
南
町
杉
谷
の
市
之
瀬
地
区
に

『
つ
く
り
ぞ
め
』と
い
う
大お

お

元も
と
神
社
の

社
頭
に
大
縄
を
張
り
渡
す
年
の
初
め

の
民
俗
行
事
が
あ
り
ま
す
。

　
地
域
の
人
々
が
力
を
合
わ
せ
て
15

ｍ
程
の
大
縄
を
綯な

っ
て
吊
る
し
ま
す
。

　

大
縄
に
は
12
本
の
足
と
、樒し

き
みの
つ

い
た
稲
穂
に
見
立
て
た
縄
と
、弊へ

い

が

吊
ら
れ
ま
す
。（
今
年
は
う
る
う
年
な

の
で
13
本
）

　
「
祝
い
ま
し
ょ
う
。
祝
い
ま
し
ょ

う
。
祝
う
て
し
ゃ
ん
、お
し
ゃ
し
ゃ
ん

が
し
ゃ
ん
」と
、出
来
上
が
っ
た
大
縄

を
前
に
し
て
の
、祝
い
の
言
葉
を
言
い

ま
す
。

　

祈
願
の
根
底
は
、子
孫
繁
栄
と
五

穀
豊
穣
に
あ
り
、昔
か
ら
地
域
の

人
々
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
き
た
貴
重

な
伝
統
文
化
で
す
。

な
か
な
か
の
腕
前

～
男
の
料
理
教
室
～

伴
谷
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

春
の
息
吹大

野
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

小
川
区
が

「
新
春
歩
こ
う
会
」を
開
催

小
原
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

つ
く
り
ぞ
め

甲
南
第
二
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

地域コミュニティ推進室
  ☎65-0687　Fax63-4554問い合わせ

自治振興会は、2月１日現在、市の提案 23地区の内、22地区で設立されています

◆
期　
間 

─
─
─
─

　
２
月
16
日（
木
）〜 

３
月
15
日（
木
）

　
　
※
土・日
は
開
設
し
て
い
ま
せ
ん
。

◆
時　
間 

─
─
─
─

　
９
時
〜
17
時

◆
会　
場 

─
─
─
─

　
水
口
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
福
祉
ホ
ー
ル

◦�

当
会
場
で
は
納
税
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、税
務
署
ま
た
は
お
近
く
の
金
融
機

関
等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◦�

開
設
期
間
中
は
、水
口
税
務
署
庁
舎
内

に
は
確
定
申
告
会
場
を
設
け
て
い
ま
せ

ん
。　

　
作
成
済
み
の
申
告
書
等
の
受
付
、納
税
、

納
税
証
明
書
の
発
行
お
よ
び
用
紙
の
交
付

も
行
い
ま
す
。

平
成
23
年
分

確
定
申
告

水
口
税
務
署
か
ら
お
知
ら
せ

問
い
合
わ
せ

　
水
口
税
務
署　
個
人
課
税
部
門

　
　
　
　
　
　
☎
６
２
‐
０
３
１
４

　
　
※
自
動
音
声
に
よ
り
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
従
い
操
作
し
て
く
だ
さ
い
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◦期　間　３月11日（日）までの
　　　　　９時～ 16時（月曜休館）
◦入館料　大人200円　小中学生100円

　１月15日、皇后杯第30回全国女子駅伝が京都市で
開催されました。この大会に県代表として、甲南中学
校から倉㟢さん、丸谷さんの２名が出場、粘りの走り
を見せ、県勢歴代２位の好記録達成に大きく貢献しま
した。大会を終えたばかりのお二人にお話を伺いま
した。
―全国女子駅伝に出場された感想は
　倉㟢　初出場だったので緊張しました。上り坂が
多い区間を任されましたが、思ったよりも苦しくなく
走りきることができました。タイムも目標をクリア
でき満足しています。中団グループでの襷リレーで
したが上手く渡せました。
　丸谷　私も初出場でとても緊張しましたが、走って
いると沿道の声援がよく聞こえ、励みになりました。
目標タイムを上回ったので普段以上の走りができま
した。憧れの竹中さんに襷が渡せて嬉しかったです。
―陸上を始めたきっかけは
　倉㟢　昨年度の県駅伝大会に出場したのがきっか
けで、中２の冬に陸上部に転部しました。思い切って
陸上部にきて良かったと思っています。
　丸谷　私は中学校に入ってからです。兄が陸上を
やっていたので、私も迷わず入部しました。
―今後の目標は
　倉㟢　私は、高校受験が控えていますので、しばら
くは勉強に集中します。進学後も陸上は続けていく
つもりです。来年も全国女子駅伝に出場できるよう
がんばりたいです。
　丸谷　今年は中学最後の年になるので、昨年のよう
に、部として全国大会に出場、個人として、来年も全国

女子駅伝出場を
目標にしたいで
す。

沿道の声援受け
都大路を駈け抜ける

（甲南中学校　陸上部）

倉
く ら

㟢
さ き

　愛
あ い

那
な

さん（3年）

丸
ま る

谷
た に

　有
ゆ

衣
い

さん（2年）
59

　
か
ふ
か
生
涯
学
習
館
新
春
書
き
初
め
大
会
が
１
月
７
日
、同
館
で

行
わ
れ
市
内
の
小
学
生
16
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
講
師
の
先
生
か
ら
指
導

を
受
け
な
が
ら
、思
い
思
い
の
字
を

何
度
も
練
習
し
た
後
、書
初
め
を
行

い
ま
し
た
。
家
で
考
え
て
き
た
文
字

や
、お
手
本
を
見
な
が
ら「
辰
」「
友
だ

ち
」「
絆
」な
ど
、半
紙
い
っ
ぱ
い
に
筆

を
走
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
河か
わ

合い

珠た
ま

希き

さ
ん
は
、「
上

手
に
書
け
ま
し
た
。
友
だ
ち
と
一
緒

に
参
加
し
て
楽
し
か
っ
た
。」と
誇
ら

し
げ
に
作
品
を
眺
め
て
い
ま
し
た
。

　
み
な
く
ち
こ
ど
も
の
森
で
、冬
の
特
別
展｢

石
こ

ろ
が
み
た
野
洲
川｣

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
市
内
を
流
れ
る
野
洲
川
に
は
、様
々
な
種
類
の
石

や
岩
が
転
が
っ
て
お
り
、そ
こ
に
住
む
生
き
物
た
ち

の
住
み
か
と
な
り
、豊
か
な
自
然
を
育
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
の
あ
る
野
洲
川
を「
石
こ

ろ
」の
目
線
で
、源
流
か
ら
河
口
ま
で
の
間
を
、花
崗

岩
や
市
天
然
記
念
物
の
菫
青
石（
き
ん
せ
い
せ
き
）

な
ど
の
展
示
や
、生
き
物
た
ち
の
写
真
パ
ネ
ル
な
ど

を
用
い
な
が
ら
、ク
イ
ズ
形
式
で
紹
介
し
て
い
ま

す
。
ク
イ
ズ
に
答
え
る
と
特
別
展
限
定
カ
ー
ド
の

プ
レ
ゼ
ン
ト（
子
ど
も
の
み
）の
特
典
も
あ
り
、子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
く
学
べ
る
催
し
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
下
さ
い
。

元
気
よ
く
筆
を
走
ら
せ
て
・
・

野
洲
川
の
自
然
を
再
発
見

み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
特
別
展

▲元気よく筆を走らせる子ども

　岩上保育園新春恒例のお茶会が１月11日、同園で開
かれ、５歳児と４歳児36名が、茶道を体験しました。
　園児らは、お茶の先生から指導を受けた作法に従い、
和菓子をいただいた後、顔が隠れるほどの茶碗に口をつ
けました。普段
は元気いっぱい
に園内を駆け回
る園児たちです
が、この日ばか
りは、お行儀よ
く「侘

わ
び寂

さ
びの

世界」に触れて
いました。

　甲南第三
小学校「五色
百人一首大
会 」が １ 月
11日、同 校
体育館で行
われ、全校児
童47名が日
本の伝統遊
びを体験しました。
　全校児童を４つのグループに分け、チーム対抗
戦で行い、「五色百人一首」と呼ばれる子どもが親
しみやすいように札を赤や黄色など五色二〇枚ず
つに分けられた札が使用されました。
　児童たちは先生が上の句を読み上げただけで、
素早く札を取り合い、この日のために冬休みの間、
家で練習を重ねてきた成果を発揮し、白熱した戦
いを見せました。

園児が茶道を体験

日本の伝統の遊びに
　　　　　触れてみよう

寒
風
の
中
熱
戦
繰
り
広
げ
る

石ころがみた野洲川書き初め大会

岩上保育園お茶会

甲南第三小学校　百人一首大会

▲熱戦が繰り広げられた大会

▲百人一首を体験する児童

▲お茶の味わかるかな

◀�力走する丸谷さん
（右）、倉㟢さん

2012年新春初打ち
グラウンドゴルフ大会

　
「
２
０
１
２
年
新
春
初
打
ち
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」が
１
月
14
日
、水
口
ス
ポ
ー
ツ
の

森
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
、市
内
の
愛
好
家
２
５
３
名

が
集
ま
り
、日
頃
磨
い
た
技
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
自
ら
の
健
康
と
体
力
の
保
持
増
進
に
努

め
、参
加
者
相
互
の
連
携
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
市
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
協
会
が
毎
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、今
年
で
７
回
目
に
な

り
ま
す
。

　
競
技
は
１
回
８
ホ
ー
ル
を
３
回
行
い
、打
数
の
少
な
さ
で
順
位

を
争
い
ま
す
が
、参
加
者
は
、十
数
メ
ー
ト
ル
先
の
ホ
ー
ル
ポ
ス

ト
を
狙
い
、一
打
に
集
中
し
て
い
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、一
打
で
ホ
ー
ル
ポ
ス
ト
内
に
入
る「
ホ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン
」や
、ポ
ス
ト
そ
ば
に
ピ
タ
リ
と
寄
せ
る
好
プ
レ
ー
が
続
出

す
る
な
ど
、熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
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〜ひな人形を訪ねてまち歩き〜〜伊賀上野・城下町のおひなさん〜

　

東
海
道
五
十
三
次
の
宿
場
町

で
あ
る「
亀
山
宿
」と「
関
宿
」の
約

60
軒
の
家
に
、お
ひ
な
さ
ま
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

　
期
間
中
は
、亀
山
市
の
特
産
品

な
ど
が
く
じ
引
き
で
当
た
る「
お

ひ
な
さ
ま
手
形
集
め
ラ
リ
ー
」な

ど
、多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
満
載
で

す
。
愛
ら
し
い
お
ひ
な
さ
ま
を

楽
し
み
な
が
ら
、早
春
の
東
海
道

を
ゆ
っ
く
り
と
散
策
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

【
と
き
】２
月
12
日（
日
）

　
　
　
　
　
～
３
月
11
日（
日
）

【
と
こ
ろ
】亀
山
市
東
町
～
関
町
新
所

【
ア
ク
セ
ス
】亀
山
宿
…
Ｊ
Ｒ
亀
山

駅
下
車
北
へ
徒
歩
約
10
分
、関
宿
…

Ｊ
Ｒ
関
駅
下
車
北
へ
徒
歩
約
５
分

　

中
心
市
街
地
の
本
町
通
り
を

中
心
に
、町
家
や
商
店
な
ど
に
新

旧
さ
ま
ざ
ま
な
ひ
な
人
形
を
展

示
し
ま
す
。

　

ま
た
飲
食
店
や
和
菓
子
店
で

は
、ひ
な
祭
り
を
テ
ー
マ
に
し
た

ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
や
お
菓
子
な
ど

の
販
売
を
行
い
ま
す
。
ほ
か
に

も
お
ひ
な
こ
け
し
製
作
体
験
、お

ひ
な
さ
ん
に
ち
な
ん
だ
俳
句
や

絵
手
紙
を
募
集
し
て
通
り
周
辺

に
展
示
す
る
な
ど
、楽
し
い
企
画

が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

【
と
き
】2
月
18
日
㈯

　
　
　
　
　
～
3
月
４
日
㈰

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
4
時

【
と
こ
ろ
】本
町
通
り
周
辺（
伊
賀

鉄
道
上
野
市
駅
下
車
南
へ
徒
歩
約

５
分
）問

い
合
わ
せ

伊
賀
上
野・城
下
町
の
お
ひ
な

さ
ん
実
行
委
員
会
事
務
局

（
商
工
労
働
観
光
課
内
）

☎
０
５
９
５-

４
３-

２
３
０
９

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

東
海
道
ひ
な
ま
つ
り
実
行
委
員

会
事
務
局（
亀
山
市
観
光
協
会
内
）

☎
０
５
９
５-

９
７-

８
８
７
７

文
化
部
観
光
振
興
室

☎
０
５
９
５-

９
６-

１
２
１
５

問い合わせ
Fax

甲賀市広報課
　６５-0675　　63-4619Fax

伊賀市秘書広報課
　０５９５-２２-９６３６　　０５９５-２２-９６１７Fax

亀山市広報秘書室
　０５９５-８４-５０２2　　０５９５-８２-９６８５

子
ど
も
た
ち
の
輝
く
瞳
を
見
る
の
が
う
れ
し
く
て
…
…

佐
さ さ き

々木　美
み か

香

「
ひ
と
み
読
書
グ
ル
ー
プ
」
は
土
山
小

学
校
の
保
護
者
や
、
地
域
の
有
志
と
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
員
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
、
現
在
、
30

数
名
で
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

結
成
は
今
か
ら
30
年
以
上
前
で
、
当

時
、
子
ど
も
た
ち
の
間
で
「
本
」
離
れ
が

進
み
、
何
か
親
の
私
達
に
出
来
る
こ
と
は

な
い
か
と
考
え
た
と
こ
ろ
「
ま
ず
は
自
分

た
ち
が
読
書
を
楽
し
も
う
。」
と
い
う
思

い
か
ら
活
動
が
始
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
後
、活
動
は
読
書
だ
け
で
は
な
く
、

小
学
校
や
町
内
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
絵
本
や

紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
を
し
た

り
、
人
形
劇
を
し
た
り
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

特
に
近
年
は
親
と
子
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
少
な
い
と
言
わ

れ
て
お
り
、
少
し
で
も
、
地
域
の

子
ど
も
た
ち
と
関
わ
れ
る
場
を
作

り
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
積
極
的

に
子
ど
も
た
ち
と
ふ
れ
あ
う
機
会

を
設
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

私
も
発
表
の
場
を
見
学
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
誰
で

も
一
度
は
聞
い
た
事
の
あ
る
お
話

な
の
に
、
初
め
て
聞
く
よ
う
に
、

大
人
も
子
ど
も
も
物
語
の
世
界

に
引
き
込
ま
れ
て
行
く
よ
う
で
し

た
。小

さ
い
お
子
さ
ん
か
ら
大
人
ま

で
真
剣
に
お
話
を
聞
い
て
い
る
姿

が
印
象
的
で
し
た
。

人
形
劇
に
使
わ
れ
て
い
る
人
形
や
背

景
、
音
響
や
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
代
々
受
け

継
が
れ
て
き
た
も
の
を
大
切
に
使
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。

「
ね
ず
み
の
嫁
入
り
」
の
お
話
で
は
最

後
に
ね
ず
み
の
人
形
が
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ド

レ
ス
に
衣
装
チ
ェ
ン
ジ
し
た
り
、「
う
さ

ぎ
と
か
め
」
の
お
話
で
は
劇
中
に
み
ん
な

で「
う
さ
ぎ
と
か
め
」の
歌
を
歌
っ
た
り
、

最
後
ま
で
飽
き
さ
せ
な
い
工
夫
も
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

ま
た
、
小
学
校
で
行
わ
れ
た
「
大
き
な

か
ぶ
」
の
人
形
劇
で
は
、
子
ど
も
達
も
人

形
を
動
か
し
て
演
じ
る
側
に
な
り
、
観
客

の
子
ど
も
達
と
一
緒
に「
う
ん
と
こ
し
ょ
、

ど
っ
こ
い
し
ょ
」
と
大
き
な
掛
け
声
を
か

け
、
人
形
劇
を
盛
り
上
げ
、
会
場
が
一
体

化
す
る
の
を
感
じ
ま
し
た
。

さ
ら
に
夏
休
み
に
は
子
ど
も
た
ち
と
一

緒
に
練
習
し
て
、
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど

で
披
露
し
た
り
も
す
る
そ
う
で
す
。

参
加
し
た
お
母
さ
ん
た
ち
は
、「
こ
の

活
動
を
通
じ
て
、
子
ど
も
達
と
の
距
離
が

縮
ま
り
、
何
よ
り
子
ど
も
た
ち
の
真
っ
直

ぐ
で
キ
ラ
キ
ラ
し
た
ひ
と
み
を
見
ら
れ
る

事
が
と
て
も
う
れ
し
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
し
た
。

現
在
、
一
緒
に
活
動
し
て
く
れ
る
方
を

募
集
さ
れ
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は

一
度
活
動
を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
た
ち
の
輝
く
綺
麗
な
瞳
に
出

会
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

土
山
町
で
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
人
形
劇
な
ど
の
活
動
を
さ
れ
て
い
る
「
ひ
と
み
読
書
グ
ル
ー
プ
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

▶�

い
っ
し
ょ
に
人
形
を
動
か
し
な
が
ら

お
話
を
聞
く
子
ど
も
た
ち

◀
ひ
と
み
読
書
グ
ル
ー
プ
の
み
な
さ
ん

人口県内第６位
　平成22年10月1日に実施した国勢調査の人口等基本集計
確報値が公表されました。
　市の人口は92,704人で、5年前(平成17年)と比較して
1,149人の減少、人口増加率はマイナス1.22％となりました。
人口は県内第6位で（第1位は大津市の337,634人）、人口増加
率は第13位となっています。
　その他人口等基本集計の詳しい結果（男女・年齢別人口、住
居の種類別世帯数、高齢者のいる世帯数など)は総務省統計
局ホームページでご覧いただけます。

連続シリーズ 統計からみる 

甲賀市  なんでもランキング
その８

総務課  ☎65-0663　Fax63-4561問い合わせ

市町別人口および人口増加率

伊勢関IC

亀山IC

亀山PA
スマートIC

亀山

亀山宿

関
JR関西本線

1

25

306

10
伊勢自動車道
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にい

にしおおて

う
え
の
し ひろこうじ

かやまち

いだみち

いちべ

いなこ

まるやま

うえばやし

ひどべ
ん
か
が
い

みはた

ぐ
な
さ

う
ど
ん
し

つげ

道
鉄
賀
伊
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いがこうづ
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尼ヶ岳

三国越林道
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大鉄
近

ま
や
お
あ

あかめぐち

伊賀IC

至名古屋

至奈良

至
奈
良・
大
阪
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上柘植IC

下柘植IC

御代IC

壬生野IC

伊
賀　一

之
宮
IC

友生IC

中
瀬
IC

上野東IC

上野IC

大内IC

治田IC
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が
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の
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線
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▲ギフチョウ〔絶滅危惧種〕

◀カタクリ
  〔絶滅危惧種〕

R E D L I S T
私たちのくらしとレッドリストの生き物たち � ［ 第5回］
レッドデータブックに掲載される絶滅のおそれがある野生生物の一覧をレッドリストと言います。
私たちの身近な環境と甲賀市のレッドリストに載る生き物の関係について紹介します。

＊詳しくは「甲賀市ホームページ」→トップの［甲賀市史］のバナーからもご覧いただけます

52
一
昨
年
刊
行
し
全
国
的
に
も
注
目
を
集

め
た
第
７
巻「
甲
賀
の
城
」に
続
き
、４
冊
目

と
な
る
第
２
巻「
甲
賀
衆
の
中
世
」が
、来
る

２
月
29
日
に
い
よ
い
よ
刊
行
の
は
こ
び
と

な
り
ま
し
た
。

今
回
は
平
安
時
代
の
末
か
ら
戦
国
時
代

の
末
期
ま
で
、お
よ
そ
５
０
０
年
に
わ
た
る

「
中
世
」を
、甲
賀
の
地
で
活
躍
し
た
侍
た
ち

＝「
甲
賀
衆
」の
動
向
を
軸
に
解
き
明
か
し

ま
す
。

中
世
は
私
た
ち
の
地
域
社
会
の
基
礎
が

作
ら
れ
た
時
期
で
あ
り
、戦
国
時
代
を
含
む

こ
と
か
ら
た
い
へ
ん
話
題
の
多
い
一
冊
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
手
元
に
お
そ
な

え
下
さ
い
。

Ｂ
５
判　
本
文
５
１
０
ペ
ー
ジ・上
製
本・箱

入
り・
写
真
多
数・
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト『
中
世
甲

賀
を
歩
く
』同
梱・販
売
価
格
３
，５
０
０
円

【
刊
行
記
念
行
事
】

刊
行
を
記
念
し
て
歴
史
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
会
場
で
は
先
行
販
売
も
行
い

ま
す
。

〈
日
時
〉　�

２
月
26
日〈
日
〉

　
　
　
　
13
時
30
分
か
ら
16
時
ま
で

〈
会
場
〉　�

甲
南
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
忍
の
里
プ
ラ
ラ

〈
講
師
と
演
題
〉

◦�

河か
わ
内う
ち
将ま
さ
芳よ
し

氏〈
奈
良
大
学
教
授
〉「
六
角
征

伐
と
甲
賀
の
武
士
」

◦�

尾お

下し
た
成し
げ
敏と
し

氏〈
京
都
大
学
非
常
勤
講
師
〉

「
信
長
の
天
下
統
一
戦
争
と
甲
賀
衆
」

入
場
無
料・申
込
不
要

【
販
売
場
所
】　

〈
水
口
町
〉ブ
ッ
ク
シ
ョ
ッ
プ
ヤ
マ
カ
ワ・山
田

書
店・TSU

TAYA

さ
ん
ぽ
う
ど
ー・
水
口

歴
史
民
俗
資
料
館

〈
土
山
町
〉ウ
エ
ノ・
道
の
駅
あ
い
の
土
山・
新

名
神
土
山
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
案
内
所・土
山

歴
史
民
俗
資
料
館

〈
甲
賀
町
〉か
ふ
か
生
涯
学
習
館

〈
甲
南
町
〉ウ
イ
ン
グ
甲
南
店・市
史
編
さ
ん
室

〈
信
楽
町
〉大
宝
堂
谷
川
書
店・信
楽
伝
統
産
業

会
館・信
楽
中
央
公
民
館

※
予
約
申
込
の
方
は
指
定
の
施
設
で
お
引
き

換
え
く
だ
さ
い
。

「
中
世
甲
賀
」の
世
界
へ
よ
う
こ
そ

『
甲
賀
市
史
』第
２
巻

い
よ
い
よ
刊
行

問
い
合
わ
せ

　
歴
史
文
化
財
課　
市
史
編
さ
ん
室

　
☎
８
６
‐
８
０
７
５　
Fax
８
６
‐
８
２
１
６

　甲賀市は、鈴鹿や信楽の山並みがあり、森林の多い地域です。
最近、この森林に接した地域で獣害の問題をよく聞きます。
　鈴鹿山脈など太平洋側の山地は、国内で最もシカの食害が多い
地域です。農作物や植林地の稚樹の被害だけでなく、森の中に入
ると、その被害に驚きます。シカが食べる、森の下草や低木は、シ
キミ、トリカブト、マツカゼソウなど有毒植物しか残りません。
10年前に咲いていたカタクリなど草花は多くの場所で姿を消
し、幼虫が下草のカンアオイ類を食べる
ギフチョウも絶滅寸前です。
　シカの増加は、温暖化による積雪減少
や、人によるオオカミの駆除や森林利用
の変化などが主な原因とされます。
　人を含む多様な生き物と、それを取り
巻く環境のバランスを保つことが、持続
的に自然の恵みを受けるために必要で
す。

　信楽町宮町の遺跡調査地で、このほど紫香楽宮期
の建物跡１棟が確認されました。
　建物は桁行(間口)24. ９ｍ×梁行(奥行)14. ８ｍ
の規模を持つ極めて大きな東西棟の掘

ほったてばしら
立柱建物で

す。
　この建物の注目すべき点は、建物自体の規模と確
認した位置です。
　建物の規模から紫香楽宮の主要殿舎の１つと推
定でき、他の都城遺跡の事例を考えると政治の中心
区画である紫香楽宮「朝

ちょう
堂
どう

」の北方に内裏的な役割
を果たす「朝堂北方区画」の存在が推測できるよう
になりました。
　また、今回の建物と同様の構造と規模をもつ建物
が「朝堂」中軸線を挟んで西側にも存在したことが
これまでの調査で確認できています。
　紫香楽宮のように朝堂北方に２つの大規模建物
が並立する配置は、他の都城遺跡でも事例が少な
く、恭

く
仁
に

宮跡(京都府木津川市所在)でみられるだけ
です。

　恭仁宮との比較では、区画の有無や建物の構造は
異なるようですが、恭仁宮の離宮として造営された
紫香楽宮においても同様の建物配置が確認できま
した。
　今後更に調査を進め、区画の全容を解明していく
予定です。

山地の森林とレッドリストの生き物

みなくち子どもの森自然館
☎63-6712　Fax63-0466

問い合わせ

●
災
害
時
に
お
け
る
物
資
供
給
に
関
す
る
協
定

　
［ 

甲
賀
農
業
協
同
組
合 

］と
締
結

●
災
害
時
に
お
け
る
被
害
状
況
調
査
の
支
援
活
動
に
関
す
る
協
定

　
［ 

甲
賀
測
量
設
計
協
会 

］と
締
結

　
市
で
は
、大
規
模
災
害
発
生
時
に
お
け
る
、被
災
地
に
欠
か
せ
な
い
食
料
品
、日

用
品
、衣
料
品
、災
害
現
場
対
策
品
な
ど
の
調
達
に
万
全
を
期
す
と
と
も
に
、市
が

指
定
し
た
引
渡
し
場
所
ま
で
の
配
送
を
的
確
に
行
う
た
め
の
協
定
を
甲
賀
農
業
協

同
組
合
と
、ま
た
、大
規
模
災
害
が
発
生
し
、市
が
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
災
害

対
策
基
本
法
に
よ
る「
激
甚

災
害
」の
指
定
が
想
定
さ
れ

る
場
合
に
お
け
る
市
管
理
の

道
路
、河
川
等
の
公
共
土
木

施
設
な
ど
の
被
害
状
況
調
査

に
つ
い
て
の
協
定
を
、甲
賀

測
量
設
計
協
会（
８
社
）と
そ

れ
ぞ
れ
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、大
規
模
災

害
時
に
お
け
る
被
災
者
へ
の

物
資
供
給
や
市
の
公
共
土
木

施
設
の
被
害
状
況
調
査
を
円

滑
に
行
う
た
め
の
体
制
が
充

実
い
た
し
ま
し
た
。

災
害
時
に
お
け
る
応
援
協
定
を
締
結

─ 

１
月
17
日 

─

▲甲賀農業協同組合但馬甚一代表理事組合長（左）、
　甲賀測量設計協会村山善男会長（右）

　
内
裏
区
画
の
可
能
性
も

紫
し

香
が

楽
らきの

宮
み や

跡
あ と

で
並立する大型建物跡を発見

歴史文化財課
  ☎86-8026　Fax86-8216問い合わせ

▲建物のイメージ図（ＣＧ）

182012.2.1平成24年2月1日19 2012.2.1 平成24年2月1日



甲賀市ホームページ
http://www.city.koka.lg.jp/情報のまど information

催　し
みなくち子どもの森自然館
冬季特別展「石ころがみた
野洲川」
学芸員や指導員が特別展を解説案内し
ます。やさしい事から専門的な事まで、
石ころや野洲川に詳しくなるチャンス！
石ころカードをプレゼントします。
●日時／2月12日（日）、26日（日）、 
3月11日（日）　14時～
●対象／幼児から大人まで
●申込／当日受付にて
※自然館入館料（大人200円、小中学
生100円）が必要。
問／みなくち子どもの森自然館

63-6712 ／Fax 63-0466

忍の里・プララ
ロビーコンサート「ぷらっと・カフェ」
＜パーカッション＆マリンバアンサンブル＞
　いつもと少しちがったコンサートを
お楽しみください。
●日時／2月25日（土）　開演 １４時
３０分
●場所／忍の里・プララ　甲南情報
交流センター
●内容／プロの打楽器奏者によるパ
ーカッションとマリンバの共演です。

（体験コーナーあり。）
●入場料／＜前売り・当日共＞500円
●チケット販売所／忍の里・プララ、
あいこうか市民ホール、あいの土山文
化ホール
問／忍の里・プララ甲南情報交流セ
ンター

86-1046 ／Fax 86-8119

南部流域森林づくりフォーラム
「滋賀で林業女子会」

　京都、岐阜の林業女子会の代表の
方をお招きし、女性の視点から見た新
たな森林づくりについて、地域住民と
一緒に考え、意見交換をおこなうこと
を目的に開催します。
●日時／２月４日（土）13時～16時
●場所／「ライズヴィル都

つ

賀
が

山
や ま

」（ＪＲ守
山駅東口徒歩２分）
守山市浮気町300-24　

077-583-7181
●内容／◦パネルディスカッション
◦森づくり団体活動報告会
◦フロアディスカッション
問／県甲賀森林整備事務所　林業振
興担当

63-6117 ／Fax 63-3927

信楽高原鐵道盆梅列車
●期間／２月１2日（日）～３月１１日

（日）の土・日曜日
●運行時間／

【信楽駅発】
10時17分、11時24分、12時24分、
13時24分、14時24分

【貴生川駅発】
10時54分、11時54分、12時54分、
13時54分、15時12分
同時開催／「盆梅展」
●場所／市役所信楽地域市民セン
ター東側別館
問・申／信楽高原鐵道㈱（9 時～
17 時）

82-4366 ／Fax 82-3323

あいの土山文化ホール開館２０周年
NHK ラジオ
「上方演芸会」公開録音

●日時／３月１６日（金）　
18時３０分開演
●会場／甲賀市あいの土山文化ホール
●出演／青空、Ｗヤング、しましまん
ず、ザ・ぼんち 
●主催／NHK大津放送局、甲賀市、
財団法人あいの土山文化体育振興会
●応募締め切り／２月２４日(金)必着
　＜消印有効＞
観覧方法等詳しくは、下記まで
問／あいの土山文化ホール

66-1602 ／Fax 66-1603

お知らせ

税理士による税務相談
●日時／2月8日（水）13時30分から
16時30分（受付16時まで）
●場所／公益社団法人水口納税協会
3階会議室
●定員／予約制で先着6名（1人約30
分）
※相談無料
問・申／水口納税協会

62-1151 ／Fax 63-0173

社会で子育てフォーラム
～里親・ファミリーホームの
　活動を知ってください～

●日時／2月18日（土）13時30分～
16時
●場所／サンライフ甲西（湖南市中央
1－1－1）
●内容／里親養育体験発表、講演「社
会的養護におけるファミリーホームの
役割とその魅力（講師 ノンフィクショ
ンライター 村

む ら

田
た

和
か ず

木
き

氏）
●定員／200名　※入場無料、託児
あり
●申込方法／下記まで、電話、ＦＡＸ、 
Ｅメール、郵送のいずれかで
●申込締切／2月10日（金）

（※定員に余裕があれば当日参加可）
申・問／県庁子ども青少年局

077-528-3551
Fax 077-528-4854
Eメール：capdvup@pref.shiga.lg.jp

ファミサポ交流会
　親子でいっしょに簡単スイーツ作り
を楽しみながら交流しませんか。
　会員登録されていない方もご参加

できます。ぜひお友達とお誘いあわせ
て遊びにきてください。
●日時／2月25日（土）10時30分～
12時30分
●場所／甲南青少年研修センター
●内容／交流会　簡単スイーツをつ
くろう
※同時にファミサポ相談も開催してい
ます。お気軽にご相談ください。
●参加費／1人100円（材料代）
●持ち物／エプロン・三角巾
●申込方法／2月20日（月）までに電話
またはFAXにてお申し込みください。
問／甲賀市ファミリーサポートセンター

（甲賀市社会福祉協議会　甲南地域福
祉活動センター内）

86-6035 ／Fax 86-7226

連続講座
第２回［しがらき健康塾］開催
　生活習慣病の元といわれるメタボ
リックシンドロームについての教室を
開催します。
●日時／２月１５日（水）１４時～１５時

●場所／信楽保健センター　１階　
（受付は信楽中央病院）
●内容／「血糖と食事」について講義、
栄養指導、運動指導など
●講師／病院スタッフ他
●参加費／初回の方テキスト代３００
円
※何回目からでもお気軽にご参加く
ださい。
申・問／信楽中央病院

82-0249 ／Fax 82-3060

ひとり親家庭等
入学支度金申請
　市では、児童の健やかな成長、学校
生活の充実を願って、小学校、中学校
に入学する児童を養育しているひとり
親家庭 ( 母子家庭、父子家庭 ) の母
(父)、または、養育者家庭の方に入学
支度金を支給します。
●対象／平成24年2月1日現在で甲
賀市内に引き続き1年以上お住まい
の方（住民登録がある方）で、平成24
年4月に小学校、中学校に入学される

児童を養育しているひとり親家庭もし
くは、両親のいない家庭の方。
●申請期間／平成24年2月1日(水)
～29日(水)　8時30分～17時15分
まで（土・日・祝日は除く）
●申請場所／市民窓口センター、各
地域市民センター（旧4支所）
●支給額／
◦小学校入学…平成17年4月2日～
平成18年4月1日生まれ：5,000円
◦中学校入学…平成11年4月2日～
平成12年4月1日生まれ：10,000円
●支給日／3月30日(金)
※申請期間後の申請は認められませ
んのでご注意ください。(個別に通知
はしません)
※支給要件等詳細はお問い合わせく
ださい。
問／社会福祉課　児童家庭支援係

65-0705 ／Fax 63-4085

3 月 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 4 月 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

水口スポーツの森へ行こう　●2月の催し

多目的グラウンド

18日（土） 甲賀市スポーツ少年団交流大会（小学サッカー）

甲賀市陸上競技場

19日（日） 第7回水口支部駅伝競走大会（小･中･高･一般）

　市図書館では、正しい情報の登録のため、３年ごとに図書館利用カードの
登録情報の内容を確認します。
　図書館窓口での登録内容確認にご協力ください。

○登録内容確認が必要な方
◦図書館利用カードをつくられた日

から、３年が経過した方
◦紛失などで利用カードを再発行さ

れた日から３年が経過した方

○確認内容
◦氏名・住所・電話番号・連絡先など

○登録内容確認に必要なもの
◦甲賀市図書館利用カード
◦現住所の確認できるもの（運転免許

証や健康保険証、学生証など）
◦市内に通勤・通学されている方は、

そのことを証明できるもの

○その他
◦図書館利用カードは、汚損や破損が

なければそのままお使いいただけ
ます。

◦確認時期が来た時点で、利用カード
が使えなくなるわけではありませ
ん。

◦氏名・住所・電話番号などに変更が
あった場合も、図書館窓口で変更手
続きをしてください。

◦旧町で発行したカードは、新しい
カードに更新します。

図書館利用カード登録内容確認のお願い

水口図書館
☎63-7400　Fax63-4737
土山図書館
☎66-1056　Fax66-1067
甲賀図書情報館
☎88-7246　Fax88-7005
甲南図書交流館
☎86-1504　Fax86-1505
信楽図書館
☎82-0320　Fax82-3921

問い合わせ
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　  募　集

普通救命講習受講者募集
●日時／2月18日（土）9時30分～
12時30分（受付9時から）
●場所／忍の里プララ（甲南公民館・
和室）
●対象／市内在住または在勤の方
●内容／心肺蘇生法およびAEDの使
用方法
●申込方法／電話または直接お申し
込みください。
●申込締切／2月15日（水）
●参加費／無料（定員20名）
※応募多数の場合先着順
問・申／甲賀広域行政組合甲南消防
署救急係

86-3119 ／Fax 86-0719
・　・　・　・　・

●日時／3月3日（土）午前9時30分
～12時30分（受付午前9時00分～）
●場所／谷川会館（信楽町長野1384
－46）
●内容／心肺蘇生法、ＡＥＤを使用し
た救命処置ほか
●定員／30名
●募集期間／2月29日（水）まで
（定員になり次第締切）
●申込方法／電話または直接お申し
込みください。
問・申／甲賀広域行政組合信楽消防署

82-0119

サントピア水口　
勤労青少年ホーム  
冬の短期教室 受講生募集

◎いけ花教室
●日時／3月1日（木）、8日（木）
全2回　19時～21時
●定員／10名
●受講費／2,300円
◎フラワーアレンジメント教室
●日時／3月7日（水）、3月13日（火）
　全2回　19時30分～21時30分
●定員／8名
●受講費／3,800円
●申込期間／2月2日(木)～23日(木)
(土日祝日は除く。受付時間は9時～
21時）

●申込場所／サントピア水口　勤労
青少年ホーム窓口（電話、代理での申
し込みは不可）
●対象／平成23年4月1日現在で15歳
以上35歳以下の方（中高校生は除く）
申し込みに必要なもの等、詳しくは下
記まで。
問・申／勤労青少年ホーム

63-2952 ／Fax 63-6788

市営駐車場の利用者募集
●受付期間／2月1日（水）～15日（水）
（土・日を除く9時～17時）
●使用開始日／3月1日（木）

〔甲賀駅南駐車場〕3,000円／月
9区画（うち軽自動車2区画）

〔甲南駅前自動車駐車場〕3,000円／月
3区画（うち2区画は身体障がい者用）
※申し込みの際は事前にお問い合わ
せください。（申込者多数の場合は抽
選となります。）
問・申／生活環境課

65-0686／Fax 63-4582
〔油日駅前駐車場〕3,000円／月
（直接お問い合わせください）
問・申／油日駅を守る会 88-5879

〔甲南駅前駐輪場〕
自転車1,500円／月　原付1,800円／月
（直接お問い合わせください）
問・申／甲南駅前駐輪場 86-0590
（受付時間／6時15分〜9時15分、
13時〜14時、18時30分〜20時30分）

平成２４年度
交通災害共済加入者募集
　交通災害共済は、一人ひとりが少し
ずつ掛金を出し合い、不幸にして交通
事故にあわれた方に見舞金を送って
支え合う、県下全市町で構成している
共済制度です。
●対象者／市内に住民登録または外
国人登録をされている方。市内の事
務所・事業所・学校などに勤務または
在学されている方。
●見舞金の支給額／７つの等級に分
かれ、例えば通院１日の場合２万円が
支給されます。
●掛金／１人につき５００円
●共済期間／４月１日～平成２５年３月
３１日

●申込期間／２月１日～　※途中加入
も可能です。
●申込方法／各区および自治会を通
じて配布した加入申込書をご使用く
ださい。下記窓口にも加入申込書を
備え付けています。
●申込窓口／
◦市役所
　水口庁舎内市民窓口センター、土
山・甲賀大原・甲南第一・信楽地域市民
センター（旧支所）地域振興課
◦金融機関（すべて甲賀市内）
　滋賀銀行、関西アーバン銀行、滋賀
県信用組合、甲賀農業協同組合、湖東
信用金庫、滋賀県民信用組合、近畿労
働金庫
問／生活環境課　生活交通係

65-0686 ／Fax 63-4582　　

くすり学習館
親子ものつくり教室参加者募集
第3回　七宝焼き
●日時／2月25日（土）10時～
●場所／くすり学習館
●定員／親子２０組（４０人）
●費用／無料
※３月まで毎月１回の４回開催。
問・申／甲南高校（森田）

86-4145 ／Fax 86-4983

催　し

☆夜空旅人（天体観望会）☆
「冬のダイヤモンドとカノープス」
冬の１等星と冬の星座のおはなし
●日時／2月11日（土）19時30分～
21時30分
●場所／かふか生涯学習館
●内容／天体のお話、木星、冬の星座
などの観望
●申込方法／電話にて下記まで
●申込締切／2月10日（金）先着20名
※天候・人数等により中止する場合が
あります。
夜間は冷え込みますので防寒対策を
してください。
申・問／かふか生涯学習館

88-4100 ／Fax 88-5055

2 月 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29
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編 集 後 記

このコーナーでは市内の保育園、幼稚園、小中学校の
児童・生徒が描いた絵を順次紹介していきます。

甲南庁舎　
甲賀市甲南町野田８１０番地
【上下水道部】
　 ０７４８－８６－８０００　　 ０７４８－８６－８０３２
【教育委員会】
　 ０７４８－８６－８００２　　 ０７４８－８６－８３８０
市民窓口センター　
甲賀市水口町水口６０５３番地
　 ０７４８－６２－１６２１　 　   ０７４８－６３－４０８６
土山地域市民センター　
甲賀市土山町北土山１７１５番地
　 ０７４８－６６－１１０１　　    ０７４８－６６－１５６４
甲賀大原地域市民センター　
甲賀市甲賀町相模１７３番地１
　０７４８－８８－４１０１　　   ０７４８－８８－３１０４
甲南第一地域市民センター　
甲賀市甲南町野田８１０番地
　 ０７４８－８６－４１６１　 　   ０７４８－８６－８０２９
信楽地域市民センター　
甲賀市信楽町長野１２０３番地
　 ０７４８－８２－１１２１　　    ０７４８－８２－３４１５

甲賀市役所　
〒５２８-８５０２  甲賀市水口町水口６０５３番地
　 ０７４８－６５－０６５０　　 ０７４８－６３－４５５４

※上記４つの地域市民センターは、旧支所の地域
市民センターで、従来の支所機能を有します。

『広報あいこうか』の名称は市民憲章のそれぞ
れの頭文字を並べてできる「あい　こうか」か
ら名付けています。市民憲章とともに皆さんに
親しまれる広報紙をめざします。

編集 ・発行

Fax☎

Fax☎

Fax☎

Fax☎

Fax☎

Fax☎

Fax☎

Fax☎

「広報あいこうか」がホームページでも
ご覧いただけます！

甲賀市ホームページ　
http://www.city.koka.lg.jp/
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多羅尾小学校 4年

髙
たか
杭
ぐい
　陸
りく
さん

油日にこにこ園
くわはら　りなさん

甲南中学校３年

石
いし
野
の
　惟
よし
希
き
さん

不思議な世界へ
ようこそ
「のどかな豆の村」

おたまじゃくしの
101ちゃん

世界で一つだけの
私の顔

　２０歳になった小原小学校の卒業生が成人式の翌日にタイムカ
プセルを開封されると聞き、取材に伺いました。
　掘り起こされたカプセルの中には２０歳の自分に宛てた手紙や
授業で作成された版画などが入っていて、皆さん懐かしそうに手
に取りながら当時の思い出を語り合っていました。
　久し振りに旧友と再会するきっかけとなったタイムカプセル。
あらためて友との「絆」を深めた記憶に残る一日になったことで
しょう。
　若い皆さんのこれからの活躍を期待しています。 た

総数
男
女
世帯数

（－37）

46,734人
47,616人

32,841世帯

（－41）

（＋4）

（＋2）

94,350人
※（　）内は前月比 Ｈ23．12．31現在

甲 賀 市 の 人 口 の 推 移
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